


2021年（令和3）年3月17日の原子力規制委員会において、JMTRの廃止措置計画が認可
されました。JMTRの廃止措置は工程を4段階に分けて進め、約20年で完了する予定です。

JMTR（材料試験炉）の廃止措置に向けて JMTR（材料試験炉）のこれまでの歩み

第１段階では、管理区域外にある設備の解体・ 撤去
や管理区域内の汚染状況の調査等を行い、廃止措置を
着実に進めていきます。

管理区域にある設備の一例
（配管等の汚染調査する設備）

非管理区域にある設備の一例
（解体・撤去する設備）

JMTRは、「原子炉を作るための原子炉」として原子炉用材料及び燃料の各種照射試験

に利用され、動力炉国産技術の確立と国産動力炉などの発展に貢献しました。また、医療用
や工業検査用の放射性同位元素の生産や人材育成にも活用されました。

第165サイクル運転終了後の祝辞

OGL-1 OWL-2

ステップ1

解体に向けての準備作業 

ステップ2
原子炉周辺の設備を解体 

ステップ4
放射線の管理を解除 

ステップ3
原子炉本体を解体 

 

廃止措置の
４ステップ

*1 OWL：発電用軽水炉と同一条件化による照射試験を行うための照射装置
*2 OGL：高温ガス炉用材料及び燃料の照射試験を行うための照射装置
*3 １サイクルは約３０日間の運転

炉型式 軽水減速軽水冷却タンク型

熱出力 50,000 [kW] (50 MW)

熱中性子束 最大 4×1018 /[m2・s]

高速中性子束 最大 4×1018 /[m2・s]

第Ⅰ期（設置決定から基本設計完了）

1963（昭和38）年 8月 原子力委員会、JMTR
の設置を大洗に決定

1965（昭和40）年 4月 原研大洗研究所起工式

第Ⅱ期（建設から特性試験終了）

1965（昭和40）年 5月 JMTR建設工事開始

1968（昭和43）年 3月 JMTR初臨界達成

1969（昭和44）年 1月 JMTRホットラボ完成

1970（昭和45）年 1月 定格出力50MWに到達

第Ⅲ期（共用利用期間）

1970（昭和45）年 11月 OWL-1(大洗水ループ１号)運転開始 *1

1972（昭和47）年 5月 OWL-2(大洗水ループ２号)運転開始

1972（昭和47）年 7月 皇太子殿下（現 上皇）視察

1977（昭和52）年 3月 OGL-1(大洗ガスループ１号)1000℃達成*2

1992（平成 4）年 3月 第100サイクル運転到達*3

2006（平成18）年 8月 第165サイクルの運転終了

第Ⅳ期（廃止措置計画の認可まで）

2011（平成23）年 3月 東日本大震災

2013（平成25）年 12月 研究用原子炉の新規制基準が施行

2017（平成29）年 4月 「施設中長期計画」公表、JMTR廃止決定

2019（令和 元）年 9月 原子炉施設廃止措置計画認可申請

2021（令和 3）年 3月 原子炉施設廃止措置計画認可

皇太子殿下
（現 上皇）視察

JMTR初臨界
達成時の風景

原研大洗研究所
起工式

JMTR炉内写真



　　　　　　　　　
　　


